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代
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に
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エ
ズ
ス
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ル
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・
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（
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〇
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、
摂
津
国
・
高
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、
八
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の
新
入
生
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一
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し
て
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か
れ
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い
て
の
記
述
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れ
る
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の
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収
入
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教
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と
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
を
見
物
に
き
て
、
説
教
を
聴
き
、

直
ち
に
受
洗
の
決
心
を
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
収
入
と
小
寺
院
を
棄
て
て
教
会
に
入
る
決
心
を
な
し
、
こ
れ
を
実
行
し
た
」

と
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五
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イ
エ
ズ
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ば
、
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ち
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秀
吉
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本
妻
ね
ね
）
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侍
女
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た
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も
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の
と
き
共
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受
け
て
ジ
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し
た
ら
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い
（
（
（

。
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ま
、
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葉
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て
、
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説
教
を
聴
い
た
だ
け
で
、
な
ぜ
「
直
ち
に
」
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼

を
受
け
よ
う
と
思
い
、
し
か
も
「
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会
に
入
る
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修
道
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な
る
）
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か
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。
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れ
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私
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。
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序　　章 序　　章

は
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
が
、
そ
れ
ま
で
の
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
改
正
し
た
。
こ
れ
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
基

づ
く
こ
と
と
な
る
。
翌
八
三
年
に
は
ガ
リ
レ
イ
が
振
子
の
等
時
性
を
発
見
す
る
。

世
界
史
的
な
大
状
況
は
、
神
秘
と
秩
序
の
中
世
か
ら
、
混
濁
と
新
生
の
近
世
へ
と
、
歩
を
進
め
て
い
た
。

文
芸
復
興
の
ル
ネ
サ
ン
ス
、
西
洋
で
火
蓋
を
切
り
、
東
洋
に
波
及
し
て
き
た
大
航
海
時
代
、
宗
教
改
革
、
農
民
戦
争
、
絶
対
王
政
が
継

起
的
に
人
類
史
に
飛
躍
と
混
迷
、
栄
光
と
暗
部
の
華
麗
な
絵
巻
を
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
。

信
長
の
突
然
の
死
で
、
安
土
の
城
と
町
は
、
い
き
な
り
主
君
の
い
な
い
虚
構
の
街
に
化
し
た
。
開
明
的
な
信
長
の
庇
護
を
受
け
て
い
た

キ
リ
シ
タ
ン
の
身
辺
に
思
わ
ぬ
危
機
が
突
然
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

安
土
に
あ
っ
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
宣
教
師
た
ち
は
、
ミ
ヤ
コ
を
経
、
高
山
右
近
の
申
し
出
を
受
け
て
高
槻
へ
と
移
動
す
る
。
ハ
ビ
ア
ン
は
、

こ
こ
で
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
生
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
前
掲
書
簡
で
フ
ロ
イ
ス
は
、
か
れ
を
「
大
い
に
才
能
あ
り
進
歩
を
示
し
て
い
る
」
と

紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
か
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
出
奔
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
告
発
す
る
挙
に
出
た
た
め
、
同
会
員
名
簿
か
ら
抹

消
さ
れ
る
。
そ
の
か
れ
が
、
幕
末
明
治
期
に
、
排
外
・
邪
教
観
と
国
権
主
義
の
興
隆
の
渦
中
で
新
生
す
る
。
当
時
よ
く
読
ま
れ
た
排
耶
書

の
中
に
、
反
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
人
物
と
し
て
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
み
れ
ば
、
い
わ
ば
落
ち
こ
ぼ
れ
、
イ
エ
ズ
ス

会
に
と
っ
て
は
反
逆
児
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
落
差
。

い
っ
た
い
か
れ
の
人
生
に
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
た
と
い
う
の
か
。
か
れ
の
行
動
を
支
え
て
い
た
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
一
九
歳
で

禅
林
を
あ
と
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
、
四
〇
代
で
修
道
女
を
同
伴
し
て
の
逃
避
行
。
そ
の
晩
年
は
迫
害
者
で
あ
る
徳
川
幕

府
の
手
先
と
な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を
内
部
告
発
す
る
、
も
と
修
道
士
の
屈
折
し
た
精
神
遍
歴
。
一
七
世
紀
以
来
本
名
も
出
自
も
、
禅

僧
名
さ
え
も
忘
失
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
た
あ
と
ま
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ネ
ー
ム
「
ハ
ビ
ア
ン
」
と
し
か
名
前
の
残
存
し
な
い
男

の
右
往
左
往
の
足そ
く
せ
き跡
。
い
か
に
も
日
本
民
族
共
同
体
内
の
知
識
人
ら
し
い
ブ
ー
メ
ラ
ン
現
象
の
人
生
を
、
完
璧
に
み
ず
か
ら
の
居
直
り

で
描
き
き
っ
た
典
型
像
。
日
本
文
化
と
西
洋
文
明
の
嵐
の
中
を
駆
け
抜
け
た
「
時
代
の
子
」
の
活
躍
、
そ
し
て
か
れ
を
襲
っ
た
苦
悩
と
慟

的
な
回
帰
、
ま
た
は
原
型
的
日
本
人
へ
の
回
流
に
対
し
て
、
私
な
り
の
答
え
が
得
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
正
一
〇
（1582

）
年
に
、
肥
前
国
・
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
生
か
ら
選
ば
れ
た
四
人
の
少
年
が
、
使
節
と
し
て
巡
察
師
ア
レ
シ
ャ
ン
ド

ロ
・
ワ
リ
ニ
ヤ
ノ
神
父
（
以
下
、
ワ
リ
ニ
ヤ
ノ
と
す
る
）
と
共
に
ロ
ー
マ
に
向
け
て
長
崎
を
出
航
し
た
。
そ
の
四
ヵ
月
後
に
は
、「
夢
ま
ぼ

ろ
し
」
の
ご
と
く
、
無
情
な
本
能
寺
の
変
が
起
き
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
三
、
四
年
間
、
先
見
性
ゆ
た
か
な
日
本
近
世
の
構
築
者
で
、
天
才
的
な
狡
智
と
武
略
を
備
え
た
信
長
の
天
下
制

覇
の
事
業
は
、
着
々
と
手
が
打
た
れ
、
成
功
裡
に
実
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
天
正
一
〇
年
に
は
、
一
気
に
東
国
へ
突
破
作
戦
を
急
行
し
た

信
長
と
長
男
・
信
忠
の
攻
撃
で
、
東
国
武
将
の
雄
・
信
玄
の
長
男
・
武
田
勝
頼
が
、
な
す
す
べ
も
な
く
三
七
歳
で
自
害
し
、
武
田
氏
が
滅

亡
し
て
い
る
。
西
の
毛
利
氏
討
伐
に
遠
征
し
て
い
た
秀
吉
（
羽
柴
筑
前
守
）
の
求
め
に
応
じ
信
長
も
み
ず
か
ら
援
兵
に
乗
り
出
そ
う
と
し

た
矢
先
に
、
反
逆
は
起
き
た
。「
運
は
天
に
あ
り
」
と
近
世
武
人
・
天
下
人
の
野
望
を
思
い
切
り
よ
く
発
揮
し
て
い
た
信
長
の
、
思
い
も

よ
ら
ぬ
蹉
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
機
を
の
が
さ
ず
、
秀
吉
は
一
躍
、
歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り
出
る
。

彼
は
賤
ヵ
岳
の
合
戦
で
先
輩
老
臣
の
柴
田
勝
家
を
滅
ぼ
し
、
彼
に
反
抗
し
た
信
長
の
第
三
子
・
信
孝
を
自
刃
に
追
い
込
み
、
つ
い
に
天

正
一
一
年
秋
、
大
坂
に
築
城
の
鍬
を
入
れ
る
。
そ
れ
は
信
長
が
焼
討
ち
に
し
た
中
世
民
衆
信
仰
の
一
向
宗
門
徒
の
石
山
本
願
寺
の
広
大
な

跡
地
で
あ
っ
た
。
主
君
・
信
長
の
華
麗
、
雄
大
な
安
土
城
を
凌
駕
し
よ
う
と
の
秀
吉
の
野
望
を
、
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
は
読
み
と
っ
て
い
る
（
（
（

。

そ
の
と
き
ま
で
安
土
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
校
長
を
つ
と
め
て
い
た
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
神
父
は
、
高
山
右
近
の
斡
旋
に
よ
っ
て
秀
吉
に
謁
見
、
大

坂
の
城
付
近
の
丘
陵
地
が
教
会
敷
地
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
は
、
大
小
合
わ
せ
て
約
二
〇
〇
、

キ
リ
シ
タ
ン
は
す
で
に
一
五
万
人
を
数
え
た
と
い
う
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
八
四
、
五
名
。
う
ち
、
二
〇
名
を
日
本
人
修
道
士
が
占
め
て
い

た
（
（
（

。
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
宣
教
活
動
の
上
り
坂
の
時
期
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
向
け
れ
ば
、
一
五
八
一
年
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
が
反
乱
を
お
こ
し
、
オ
ラ
ン
ダ
が
独
立
宣
言
を
す
る
。
翌
八
二
年
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序　　章 序　　章

文
学
作
品
上
の
質
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
や
は
り
「
日
本
教
論
」
に
同
調
す
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
篠
田
正
浩
監
督
の
映

画
は
そ
れ
を
さ
ら
に
増
幅
し
た
「
日
本
美
意
識
」
を
華
麗
に
見
せ
て
、
現
代
日
本
人
を
魅
了
し
た
。

　
　
　

信
仰
の
内
奥
に
わ
け
入
り
、
宗
教
の
実
相
に
深
く
連
関
す
る
こ
と
を
嫌
う
日
本
人
の
性
情
は
、
唯
一
絶
対
神
信
仰
の
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い

て
の
「
理
解
」
が
浅
い
た
め
に
、
宗
教
を
現
世
利
益
の
方
便
や
祝
儀
不
祝
儀
、
あ
る
い
は
精
神
修
養
ま
た
は
人
格
向
上
の
教
訓
と
思
い
込
み

が
ち
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
不
屈
な
殉
教
者
や
外
国
人
宣
教
師
を
異
質
視
す
る
傾
向
が
い
つ
ま
で
も
拭
い
去
れ
な
い
。
な
か
で
も
一
六
〇

〇
年
前
後
の
三
〇
年
間
と
昭
和
一
五
年
の
戦
時
下
（1940-45

）
は
、
そ
の
突
出
期
間
で
あ
っ
た
。「
日
本
教
」
論
議
は
、
こ
の
二
つ
の
時
期

の
異
教
差
別
と
弾
圧
の
す
さ
ま
じ
い
事
実
を
、
国
民
全
体
の
視
座
か
ら
も
忘
却
し
免
罪
に
す
る
便
法
と
し
て
も
好
都
合
で
あ
っ
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

哭
、
こ
れ
が
か
れ
だ
け
の
特
殊
な
事
例
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
人
全
体
に
共
通
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

か
れ
の
心
性
と
時
代
環
境
を
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
教
（
（
（

」
の
立
場
か
ら
で
な
く
、
実
事
求
是
の
精
神
を

─
幸
い
に
、
か
れ
は
キ
リ
ス
ト

教
内
外
に
あ
っ
て
三
冊
の
編
著
書
『
ヘ
イ
ケ
の
物
語
』『
妙
貞
問
答
』『
破
提
宇
子
』
を
残
し
た
。
こ
の
中
に
そ
の
謎
を
解
く
鍵
が
あ
る
と

私
は
見
て
い
る

─
忠
実
に
追
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
深
淵
と
実
像
に
迫
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

注（
1
）	　
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
上　
（
新
異
国
叢
書　

3　

雄
松
堂
書
店
刊　

1969

）（
文
献
1
と
す
る
）、
チ
ー
ス
リ
ク
（
以
下
、
チ
ー
ス
リ

ク
と
す
る
）「
高
槻
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
」（「
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
」
16
―

3,4 　

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編　

1974.6

）（
文
献
2
と

す
る
）

（
2
）	　

チ
ー
ス
リ
ク
「
フ
ァ
ビ
ア
ン
不
干
伝
ノ
ー
ト
」（「
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
」
15
―

3　

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編　

1972.12

）

（
文
献
3
と
す
る
）、
文
献
2
。
Ｊ
・
ラ
ウ
レ
ス
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
』、
シ
ュ
ッ
テ
（
カ
タ
ロ
グ
）。
な
お
、「
文
献
2
」
で
は
、
ハ
ビ
ア
ン

の
母
を
「
マ
ダ
レ
ナ
」
と
す
る
が
、「
文
献
3
」
で
は
「
ジ
ョ
ア
ン
ナ
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
ジ
ョ
ア
ン
ナ
」
の
方
が
正
し
い
よ
う
だ
。

（
3
）	　

文
献
1
所
収
（1584.1.2

（
天
正
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
）
付
、
フ
ロ
イ
ス
よ
り
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
）

（
4
）	　

ワ
リ
ニ
ヤ
ノ
著
、
松
田
毅
一
他
訳
『
日
本
巡
察
記
』（
東
洋
文
庫
229　

平
凡
社
刊　

1973.3

）（
文
献
4
と
す
る
）、
文
献
1
（1583

年
付

録　

二
、1583.12.17

（
天
正
一
一
年
一
一
月
一
四
日
付
、
イ
ン
ド
管
区
長
Ａ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
よ
り
ゴ
ア
発
、
エ
ボ
ラ
の
大
司
教
ブ
ラ
ガ

ン
サ
宛
書
簡
）

（
5
）	　

い
わ
ゆ
る
「
日
本
教
」
と
は
、
二
〇
世
紀
後
半
以
来
、
一
世
を
風
靡
し
た
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ
サ
ン
氏
や
山
本
七
平
氏
ら
の
ハ
ビ
ア
ン
＝
日

本
知
識
人
の
原
型
論
に
発
す
る
。
伝
統
的
民
族
精
神
の
神
仏
儒
の
三
教
も
、
キ
リ
ス
ト
教
も
、
東
西
の
ど
ん
な
文
化
も
学
芸
も
す
べ
て
飲
み

込
み
吸
収
し
、
身
に
つ
け
て
し
ま
う
溶
解
剤
を
常
備
し
て
い
る
日
本
人
と
日
本
文
化
へ
の
居
直
り
的
な
弁
明
論
の
一
形
態
な
の
で
あ
ろ
う
。

作
家
・
遠
藤
周
作
氏
の
キ
リ
シ
タ
ン
物
、
と
く
に
名
作
『
沈
黙
』（
映
画
化
も
さ
れ
オ
ペ
ラ
化
も
さ
れ
た
）
の
テ
ー
マ
と
登
場
人
物
群
が
、


